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床
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◉
編
│
│
│
│
│
│
│

細
渕
富
夫
・
清
水
寛
・
中
村
江
里

◉
推
薦
│
│
││
│
│

吉
田
裕

六花出版

◉
体
裁
│
│
│
│
│
│
Ａ
４
判
・
上
製
・
総
約
九
五
〇
ペ
ー
ジ【
編
集
復
刻
版
】

◉
各
巻
定
価
│
│
│
│
二
五
、〇
〇
〇
円
＋
税

◉
配
本
│
│
│
│
│
│
全
３
回
配
本

第1巻～第3巻

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
以
後
、よ
り
顕
在
化
し
た
侵
略
す
る
側
の
兵
士
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
は
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
下
の
大
日
本
帝
国
陸
軍
の
兵
士
た
ち
に
お
い
て
も
深
刻
で
あ
っ
た
。

陸
軍
病
院
に
残
さ
れ
た
記
録
か
ら
、市
民
生
活
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
暴
力
と
殺
戮
の
現
場
に
か
り
出
さ
れ
、

戦
争
神
経
症
を
発
症
し
た
、兵
士
・
士
官
・
軍
属
・
看
護
師
ら
が
経
験
し
た「
戦
争
」を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

『
病
床
日
誌
』知
的
障
害
編
・
戦
争
神
経
症
編（
不
二
出
版
刊「
資
料
集
成
戦
争
と
障
害
者
」所
収
）
に
続
く
、

神
経
衰
弱
編
お
よ
び
新
発
田
陸
軍
病
院
（
新
潟
）の「
精
神
障
害
兵
士
」の
記
録
を
収
録
！



戦
後
か
な
り
の
時
期
ま
で
、
軍
事
史
研
究
は
旧
軍
人
や
自
衛
隊
関
係
者
の
い

わ
ば
専
有
物
だ
っ
た
。
敗
戦
前
後
の
時
期
に
お
け
る
軍
関
係
公
文
書
の
大
量
焼

却
、
軍
関
係
史
料
の
公
開
の
大
幅
な
立
ち
遅
れ
、
軍
事
史
研
究
を
特
殊
視
す
る

歴
史
学
界
の
風
潮
な
ど
が
、
こ
の
傾
向
に
拍
車
を
か
け
た
。
そ
う
し
た
状
況
は

一
九
九
〇
年
代
頃
か
ら
大
き
く
変
わ
り
、
社
会
史
・
民
衆
史
の
側
か
ら
軍
隊
や

戦
争
を
捉
え
直
そ
う
と
す
る
研
究
が
急
速
に
進
ん
だ
。
現
在
で
は
、
一
行
政
村

レ
ベ
ル
ま
で
下
降
し
て
軍
事
行
政
の
歴
史
的
変
遷
を
明
ら
か
に
し
た
精
緻
な
研

究
も
現
れ
始
め
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
歴
史
と
し
て
可
視
化
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
軍
隊
組

織
の
暗
部
に
光
を
あ
て
た
研
究
も
つ
ぎ
つ
ぎ
に
立
ち
現
れ
て
き
た
。「
精
神
障

害
兵
士
」
の
問
題
は
そ
の
象
徴
的
存
在
で
あ
り
、
本
資
料
集
成
の
三
人
の
編
者

は
、
歴
史
の
闇
に
埋
も
れ
て
い
た「
精
神
障
害
兵
士
」の
存
在
を
歴
史
研
究
の
対

象
と
し
て
は
じ
め
て
据
え
直
し
た
方
々
で
あ
る
。
軍
事
関
係
史
料
の
残
り
方
に

は
か
な
り
の
濃
淡
が
あ
る
が
、「
精
神
障
害
兵
士
」
関
係
の
史
料
は
目
立
っ
て
少

な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
の
こ
と
の
意
味
を
問
い
直
す
こ
と
自
体
が
歴
史
研
究
の

課
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
困
難
な
状
況
の
中
で
貴
重
な
史
料

の
収
集
に
あ
た
ら
れ
た
編
者
の
方
々
に
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
。
同
時

に
、本
資
料
集
成
の
刊
行
が「
天
皇
の
軍
隊
」の
持
つ
特
殊
性
と
普
遍
性
を
、「
精

神
障
害
」
と
い
う
新
た
な
視
角
か
ら
浮
き
彫
り
に
す
る
大
き
な
契
機
と
な
る
こ

と
を
期
待
す
る
。 

（
よ
し
だ
・
ゆ
た
か　

一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
教
授
）

「
天
皇
の
軍
隊
」の
本
質
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
る
貴
重
資
料

◉

吉
田
裕

推薦します

「神経衰弱症」と診断された患者の記
事。原職は料理業、発病は満洲で、
34 歳。戦地で数多くの屍を見た、そ
の死体や胸から血を出している死体が、
読んでいる新聞の上に見え、ストーブ
の中や茶瓶の中に入っているような気
がしてならない。つまらないことだと
知りつつその観念がつきまとって離れ
ない。家に帰ってもそばで寝ている妻
の顔がいきなり戦地で見た死人の顔に
見えていやになった、とある（第1巻
「神経衰弱編Ⅰ」所収）



「神経質」と診断された患者の記事。原職は漁業。入営は20歳。自分のよう
な弱虫は国賊だ、殺してください、中隊に帰っても馬鹿扱いにされる、とあ
る（第1巻「神経衰弱編Ⅰ」所収）

右の患者の記事。「第1号紙」や病床日誌記事が1945年8月16日に焼却され
たことを示す（第3巻「新発田陸軍病院編」所収）

「精神分裂症」と診断された患者の「第1号紙」（日誌の表紙にあたる）。原職
は農業、発病時21歳。退院は1946年4月（第3巻「新発田陸軍病院編」所収）

「精神分裂病」と診断された患者の記事。原職は農業、入隊は20歳。夜中に
営内を彷徨し見つかったときは疲労困憊し濡れた衣服のまま便所に隠れてい
た。その後精神もうろうとし死を願うとある（第3巻「新発田陸軍病院編」所収）

内容見本
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│
│
│
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第
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・
第
２
巻
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玉
大
学
教
授
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３
巻 

＝
中
村
江
里（
一
橋
大
学
特
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第
３
巻
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概
要

精
神
障
害
兵
士

「
病
床
日
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資料集成
第１巻

『
病
床
日
誌
』（
国
府
台
陸
軍
病
院
）

神
経
衰
弱
編
Ⅱ

二
〇
一
七
年
六
月
刊
行
◉
定
価
＝
二
五
、〇
〇
〇
円
＋
税

IS
B
N
978-4-86617-025-1

第2巻
『
病
床
日
誌
』

新
発
田
陸
軍
病
院
編

解
説
＝
中
村
江
里

二
〇
一
七
年
一
二
月
刊
行
◉
定
価
＝
二
五
、〇
〇
〇
円
＋
税

IS
B
N
978-4-86617-026-8

第3巻

関連図書のご案内

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
下
、
戦
場
で
負
傷
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
負
っ
て
帰
国
し
た
兵

士
た
ち
に
関
す
る
資
料
約
七
〇
点
を
収
録
。

当
時
の
法
・
制
度
を
明
ら
か
に
す
る
例
規
や
全
国
各
地
の
療
養
所
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
施
設
の
概
要
、「
美
談
」
集
等
を
収
録
。
と
く
に
障
害
兵
士
自
身
に
よ
る
多
数
の
文
集
を

全
国
か
ら
集
め
、
厳
選
し
て
掲
載
し
た
。

総
力
戦
下
の
「
銃
後
」
対
策
・
動
員
政
策
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
在
の
日
本
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
原
点
で
も
あ
る「
傷
痍
軍
人
」
に
関
す
る
資
料
集
成
。

◉
編
│
│
│
│
サ
ト
ウ
タ
ツ
ヤ
・
郡
司
淳

◉
解
説
│
│
│
サ
ト
ウ
タ
ツ
ヤ
・
郡
司
淳
・
上
田
早
記
子

◉
概
要
│
│
│
Ａ
４
判
・
上
製
・
総
約
二
、
五
〇
〇
ペ
ー
ジ

◉
推
薦
│
│
│
吉
田
裕
・
上
田
敏
・
坪
井
秀
人

◉
揃
定
価
│
│
一
七
五
、〇
〇
〇
円
＋
税

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
時
代
（
１
９
３
１
〜
45
年
）、
日
本
軍
・
政
府
と
地
域
社
会
は
、
戦

場
で
戦
う
兵
士
に
思
い
残
す
こ
と
な
く
命
を
捧
げ
さ
せ
る
た
め
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
「
戦
場
」

で
あ
る「
銃
後
」
を
ど
の
よ
う
に
慰
撫
し
、
激
励
し
、
ま
た
管
理
し
、
抑
圧
し
た
の
か
│
│
。

忘
れ
去
ら
れ
た
動
員
の
あ
り
よ
う
、
軍
事
援
護
の
実
態
を
貴
重
資
料
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

働
き
手
を
失
っ
た
家
族
、
戦
没
兵
士
の
遺
家
族
、
傷
痍
軍
人
、
帰
還
兵
士
に
対
し
て
、

女
性
相
談
員
や
方
面
委
員
を
使
い
、「
未
亡
人
」
の
就
職
の
世
話
、
性
の
管
理
、
恩
給
の
配

分
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
、
傷
痍
軍
人
の
結
婚
、
等
々
、
あ
ら
ゆ
る
手
厚
い
ケ
ア
と
精
神
的
・
物

質
的
な
支
配
が
展
開
さ
れ
た
。
同
時
に
、
前
線
の
兵
士
に
、
郷
土
の
た
め
の
戦
い
を
意
識

さ
せ
る
べ
く
、
慰
問
文
集
が
編
ま
れ
、「
後
方
支
援
」
を
担
う
役
割
も
果
た
す
。

女
性
史
、
軍
事
史
、
軍
事
教
育
史
、
戦
時
生
活
史
を
は
じ
め
と
す
る
近
代
史
研
究
に
必

備
の「
銃
後
」
資
料
66
点
を
厳
選
し
復
刻
刊
行
！

◉
編
・
解
説
│
一
ノ
瀬
俊
也

◉
概
要
│
│
│
Ａ
４
判
・
上
製
・
総
三
、
三
〇
〇
ペ
ー
ジ

◉
推
薦
│
│
│
吉
田
裕
・
加
納
実
紀
代
・
成
田
龍
一
・
前
田
一
男

◉
揃
定
価
│
│
二
二
五
、
〇
〇
〇
円
＋
税

編
集
復
刻
版

傷
痍
軍
人
・リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
関
係
資
料
集
成
全
7
巻

編
集
復
刻
版

昭
和
期「
銃
後
」関
係
資
料
集
成
全
9
巻


